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Screening tests for diabetes mellitus were conducted on all tuberculosis patients 

hospitalized in the national chest hospitals participated to the joint study group on 

pulmonary tuberculosis and diabetes mellitus.

The tests were performed 12 times at regular six months interval from July 1966 until 

January 1972.

Method

1) Primary examination: Full breakfast was given to all the patients except for the 

already known cases of diabetes". The urine secreted during the two hours following 

breakfast was collected on three successive days and tested with tes-tape .

Secondary test was performed on all positive reactors whose three-days urine specimens 

were all positive (since July 1971, the test was done to those who showed at least one 

positive reaction in the screening test.

2) Secondary examination: The criteria of diabetes mellitus in the secondary. test was 

as follows;

a) In the patients given 300•`400g of rice for breakfast; venous blood sugar 1 hour and 

2 hours after meal was above 120mg/dl (Somogi-Nelson method) or above 140mg/dl in 

capillary blood (Hagedron-Jensen method) .

b) In the patients receiving a 50g oral glucose tolerance test; venous blood glucose 

level above 170mg/dl after one hour and above 120 mg/dl after two hours (Somogi -Nelson 

method), or above 200mg/dl after one hour and above 170mg/dl after two hours 

(Hagedron-Jensen method).

Results

1) Diabetes mellitus combined with pulmonary tuberculosis was found more in men 

than in women, and the ratio was 1 .5•`1.7 male: 1.0 female.

*From the Ginsuien National Sanatorium
, Omuta-City, Fukuoka 837 Japan.
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2) During the period from July 1966 to January 1972, the prevalence of patients with 

diabetes increased as shown in the following figures;

a) Of all ages:

Male from 3.7% to 8.4%

Female from 2.4% to 5.1%

Average from 3.2% to 7.4%

b) Older than 40:

Male from 5.0% to 10.4%
Female from 4.3% to 7.1%

Average from 4.8% to 9.4%
3) In eight screening tests from July 1968 to January 1972, we discovered 826 new 

patients with diabetes mellitus.
4) Out of 826 new cases of diabetes, 414 were examined previously and were not 

diagnosed as diabetic on the first testing. Among them 263 (63.5%) showed glycosuria on 

at least one occasion in the previous tests, and 151 (36.5%) had never exhibited glycosuria 

until the preceding testing.
Conclusion

Pulmonary tuberculosis combined with diabetes mellitus has been increasing year after 

year, but many cases are still remained undetected. As it is well known that diabetes 
mellitus has an adverse effect on pulmonary tuberculosis, it is necessary to conduct 

screening tests of diabetes mellitus to tuberculosis patients at least twice a year, in order 

to discover diabetics earlier and keep them under control.

糖尿病(以 下DMと 略 す)が 最近増加 していること

は世界的に注 目されている。

肺結核(以 下TBと 略す)も 先進国では 急減し,わ

が国でも減じたとはいえ,な お欧米先進国の数倍の罹患

率,死 亡率を示している1)。

またTBの 集団検診,管 理が普及したとはいえ,受 診

率の低い都道府県にTBの 死亡率,TB死 亡減少傾向が

少ない2)。

一方DMの 集 団検診は,あ る会社,官 庁 な どの特定

の職場,町 村などで行われ,そ の報告も多い3)～13)が,

TB側 か らみたDM合 併の統計は少ない14)15)。わ れ わ

れは国療共同研究班 として,全 国の共同研究班施設に入

院中のTB患 者を対象にして,昭 和41年7月 か ら6カ

月ごとに合計12回DMの ス クリーニングテス トを行い,

Table 1. Criteria for Diabetes Mellitus
1) 100g glucose tolerance test

2) 50g glucose tolerance test

In case if Hagedorn method or Folin-Wu method was used, 20ƒÊg/dl was 

added to the above criteria
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その一部は長岡16)により報告されたが,そ の後の成績お

よび概要を報告する。

スクリーニングテス トの方法

(A) 1次 試験

1)　 既知DM患 者を除 く全入院TB患 者について行

つた。

2)　 朝食を十分にとらせ,食 後2時 間尿をテステープ

で尿糖検査をする。(こ の際食前尿はなるべ く排尿 させ

る)。

3)　 以上の試験を3日 間行い,3日 間3回 とも尿糖陽

性の者に2次 試験を行つた。

(B) 2次 試験

1)　 朝食として,米 飯300～400gを 十 分に与えて坂

口氏食に準ずるか,ま たはブ ドウ糖50gを 経 口投与し

て,食 前,食 後1時 間,2時 間,3時 間に採血 し,血 糖値

を測定した。

(C)　 判 定

食事の場合:Somogyi-Nelson法,百 瀬法,酵 素法な

どで 静 脈 血 の 場 合 は,食 後2時 間 お よび3時 間値 が と も

に120mg/dl以 上,Hagedorn-Jensen法 に よ る 毛細 管

血 の 場 合 は,食 後2時 間,3時 間 値 が と も に140mg/dl

以 上 をDMと し,ブ ドウ 糖50gの 場 合,Somogyi-

Nelson法 で,食 後1時 間 値170mg/dl以 上,2時 間 値

120mg/dl以 上 。Hagedorn-Jensen法 で は,食 後1時

間値200mg/dl以 上,2時 間 値170mg/dl以 上 をDM

と した 。

(D)　 そ の 他

サ イ アザ イ ド剤,副 腎 皮 質 ホ ル モ ンはDMを 促 進 さ

せ,ビ タ ミンCは テ ス テ ー プの呈 色 反 応 を 抑 制 す る の

で,こ れ らは 検 査前3日 間 は 使用 しな い よ うに し,ま た

ア ス ピ リン剤,セ デ ス な どは血 糖 降下 作 用 が あ る ので,

な るべ く避 け る よ うに した 。

な お 昭和46年7月 の第11回 ス ク リー ニ ング テ ス トか

らは,1次 試 験 で1回 で も尿 糖 陽 性 の者 に,朝 食 を 十 分

に と らせ た 後,食 後2時 間 の血 糖 を 測 定 し,真 糖 法 で 毛

細 管 血120mg/dl以 上,静 脈 血110mg/dl以 上,還 元

法 で 毛 細 管 血140mg/dl以 上,静 脈 血130mg/dl以 上

Table 2. The Prevalence of Diabetes among Male Pulmonary Tuberculosis Patients

S.d=Significant diference. n.s*p<0.05 **p<0.01
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の者 に2次 試 験 を 行 い,DMの 判 定 は,日 本 糖 尿 病 学 会

の糖 負荷 試 験 の判 定 基 準17)に 従 つ た 。

ス ク リー ニ ン グ テ ス トの成 績

以 上 の 方 法 で ス ク リー ニ ング テ ス トを行 つ た が,成 績

は 次 の とお りで あ る。

第5回(昭 和43年7月)

男8,892名,女4,583名,計13,475名 に ス ク リー ニ

ングを 行 い,新 し くDMと 判 定 され た 者 は,男88名,

女15名,計103名 で,こ の103名 の うち 今 回初 め て ス

ク リー ニ ング を受 けDMと 判定 さ れ た者 は,男58名,

女11名,計69名(67.0%)で,過 去 に ス ク リー ニ ング

を 受 け た 者34名 の うち,1回 で も尿糖 陽 性 を 示 した 者

が,男18名,女3名,計21名(61.8%)で,前 回 の ス

ク リー ニ ング まで 尿 糖 陰 性 の 者 は,男12名,女1名,

計13名(38.2%)で あ る。

また 既 知DM患 者,男384名,女144名,計528名 を

加 え る と,DM患 者 数 は,男9,276名 中472名(5.1

%),女4,727名 中159名(3.4%),男 女 合 計14,003名

中631名(4.5%)で あ る。

第6回(昭 和44年1月)

男8,208名,女4,319名,計12,527名 に ス ク リー ニ

ング を 行 い,新 し くDMと 判 定 され た 者 は,男63名,

女21名,計84名 で,こ の84名 の うち 今 回 初 め て ス ク

リー ニ ング を受 けDMと 判 定 さ れ た 者 は,男28名,女

9名,計37名(44.0%)で,過 去 に ス ク リー ニ ングを

受 け た 者47名 の うち,1回 で も尿 糖 陽性 の者 は,男27

名,女7名,計34名(72.3%)で,前 回 の ス ク リー ニ

ング まで 尿 糖 陰 性 の 者 は,男8名,女5名,計13名

(27.7%)で あ る。

また 既 知DM患 者 の 男413名,女137名,計550名 を

加 え る と,DM患 者 数は,男8,621名 中476名(5.5%),

女4,456名 中158名(3.5%),男 女 合 計13,077名 中634

名(4.8%)で あ る。

第7回(昭 和44年7月)

男7,905名,女4,123名,計12,028名 に ス ク リー ニ

ング を 行 い,新 し くDMと 判 定 され た 者 は,男64名,

女9名,計73名 で,こ の73名 の うち 今 回 初 め て ス ク リ

Table 3. The Prevalence of Diabetes among Female Pulmonary Tuberculosis Patients

Note: See Table 2.
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ー ニ ング を 受 けDMと 判 定 され た 者 は
,男37名,女5

名,計42名(57.5%)で,過 去 に ス ク リー ニ ングを 受

け た 者31名 の うち1回 で も尿 糖 陽 性 を 示 した 者 は,男

19名,女4名,計23名(74.2%)で,前 回 の ス ク リー

ニ ング まで 尿 糖 陰 性 の者 は 男8名(25 .8%)で あ る。

また 既 知 のDM患 者 の 男405名, 女143名, 計 548名

を 加 え る と,DM患 者 数 は,男8,310名 中469名(5.6

%),女4,266名 中152名(3.6%),男 女 合 計12,576名

中621名(4.9%)で あ る。

第8回(昭 和45年1月)

男7,205名,女3,687名,計10,892名 に ス ク リー ニ

ングを 行 い,新 し くDMと 判 定 さ れ た 者 は ,男76名,

女21名,計97名 で,こ の97名 の うち 今 回 初 め て ス ク

リー ニ ング を 受 けDMと 判 定 され た者 は,男41名,女

14名,計55名(56.7%)で,過 去 に ス ク リー ニ ング を

受 け た 者42名 の うち,1回 で も尿 糖 陽性 を示 した者 は,

男26名,女5名,計31名(73.8%),前 回 の ス ク リー

ニ ング まで 尿 糖 陰 性 の者 は ,男9名, 女2名, 計 11 名

(26.2%)で あ る。

また 既 知DM患 者 男406名,女140名,計546名 を

加 え る と,DM患 者 数 は,男7,611名 中482名(6.3%),

女3,827名 中161名(4.2%),男 女 合 計11,438名 中643

名(5.6%)で あ る。

第9回(昭 和45年7月)

男7,330名,女3,652名,計10,982名 に ス ク リー ニ

ング を行 い,新 し くDMと 判 定 さ れ た 者 は,男54名,

女9名,計63名 で,こ の63名 の うち 今 回 初 め て ス ク リ

ー ニ ング を受 けDMと 判 定 さ れ た 者 は
,男28名,女6

名,計34名(54.0%)で,過 去 に ス ク リー ニ ング を 受

け た 者29名 の うち,1回 で も尿 糖 陽 性 を示 した 者 は,男

18名,女2名,計20名(69.0%)で,前 回 の ス ク リー

ニ ング まで 尿糖 陰 性 の 者 は ,男8名, 女1名, 計 9名

(31.0%)で あ る。

ま た既 知DM患 者 男415名,女145名,計560名 を

加 え る と,DM患 者 数 は,男7,745名 中469名(6.1%),

女3,797名 中154名(4.1%),男 女 合 計11,542名 中623

名(5.4%)で あ る。

第10回(昭 和46年1月)

Table 4. The Prevalence of Diabetes among Pulmonary Tuberculosis Patients 

(Male and female)

Note: See Table 2.
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Table 5. The Prevalence of Diabetes among Pulmonary Tuberculosis Patients over 40 Years of Age

Fig. 1. Changes in the Prevalence of Diabetes 
among Pulmonary Tuberculosis 
Patients (All ages)

男7,464名,女3,658名,計11,122名 に ス ク リー ニ

ングを 行 い,新 し くDMと 判 定 され た 者 は,男88名,

女19名,計107名 で,こ の107名 の うち,今 回初 め て ス

ク リー ニ ング を受 けDMと 判定 され た 者 は,男40名,

女12名,計52名(48.6%)1で,過 去 に ス ク リー ニ ング

を 受 け た 者55名 の うち1回 で も尿 糖 陽 性 を 示 した 者 が,

男25名,女5名,轟 計30名(54.5%)で,前 回 の ス ク リ

ー ニ ング まで 尿糖 陰 性 の考 は,男23名,女2名,計25

名(45.5%)で あ る 。

また 既 知DM患 者 男405名,女139名,計544名 を 加

え る と,DM患 者 は 男7,869名 中493名(6.3%),女

3,797名 中158名(4.2%),男 女 合 計11,666名 中651

Fig. 2. Changes in the Prevalence of Diabetes 
among Pulmonary Tuberculosis Patients

 (Over 40 years of age)

名(5.6%)で あ る。

第11回(昭 和46年7月)

男6,570名,女3,164名,計9,734名 に ス ク リー ニ

ング を行 い,新 し くDMと 判 定 され た 者 は,男122名,

女24名,計146名 で,こ の146名 の うち,今 回初 め て

ス ク リー ニ ング を 受 けDMと 判 定 され た 者 は,男52名,

女8名,計60名(41.1%)で,過 去 に ス ク リー ニ ング を

受 け た 者86名 の うち,1回 で も尿糖 陽 性 を示 した 者 は,

男43名,女11名,計54名(62.8%)で,前 回 の ス ク リ

ー ニ ング まで 尿 糖 陰 性 の者 は,男27名,女5名,計32

名(37.2%)で あ る。

また既 知DM患 者 男419名,女145名,計564名 を
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加 え る と,DM患 者 は,男6,989名 中541名(7.7%),

女3,309名 中169名(5.1%),男 女 合 計10,298名 中

710名(6.9%)で あ る。

第12回(昭 和47年1月)

男5,797名,女2,838名,計8,635名 に ス ク リー ニ

ング を行 い,新 し くDMと 判 定 さ れ た 者 は,男123名,

女30名,計153名 で,こ の153名 の うち,今 回初 め て

ス ク リー ニ ング を受 けDMと 判 定 され た 者 は,男55名,

女8名,計63名(41.2%)で,過 去 に ス ク リー ニ ング

を 受 け た 者90名 の うち1回 で も尿 糖 陽 性 を 示 した 者 は,

男38名,女12名,計50名(55.6%),前 回 の ス ク リー

ニ ング まで 尿 糖 陰 性 の 者 は,男30名, 女10名, 計40

名(44.4%)で あ る。 また既 知DM患 者,男400名,

女122名,計522名 を 加 え る と,DM患 者 は 男6,197名

中523名(8.4%),女2,960名 中152名(5.1%),男 女

合 計9,157名 中675名(7.4%)で あ る。

これ らの成 績 は,表2,3,4に 示 した 。 なお40歳 以

上 のDM罹 患 率 は 表5に,第1回(昭 和41年7月)か

ら第12回(昭 和47年1月)ま で の 全 年 齢 お よび40歳

以 上 のDM罹 患 率 の 推 移 は,図1,2に 示 す とお りで あ

る 。

結 び

1) TBにDMを 合 併 し た 患 者 は,男 女比 で1.5～

1.7対1.0で 男 に 多 い 。

2)　 昭 和41年7月 か ら昭 和47年1月 の 間 に,全 年 齢

で,男3.7%か ら8.4%,女2.4%か ら5.1%,男 女 平

均3.2%か ら7.4%と 増 加 し てい る。 また40歳 以 上 に

な る と両 者 の 合 併 は,男5.0%か ら10.4%,女4.3%

か ら7.1%,男 女 平 均4.8%か ら9.4%と 増 加 し てい

る。

3)　 昭和43年7月(第5回)か ら,昭 和47年1月

(第12回)の 間 の8回 の ス ク リー ニ ング テス トでDM

を発 見 した 患 者826名 の うち,初 め て ス ク リー ニ ング を

受 け てDMを 発 見 さ れ た 者 が412名(49.9%),過 去 に

ス ク リー ニ ングを 受 け た こ との あ る患 者414名 の うち,

1回 で も尿 糖 陽 性 を 示 した 者 が263名(63.5%),前 回

の ス ク リー ニ ング まで 尿 糖 陰 性 だ つ た 者 は151名(36.5

%)で あ つ た 。

以 上 の こ とか ら入 院 中 のTB患 者 で 無 症 状 の た めDM

を 見 逃 され て い る患 者 が 多 く,ま た 尿糖 陽 性 者 か らDM

に 移 行 す る率 も高 い が,尿 糖陰 性 で もDMに 移 行 す る者

もあ り,DMがTBの 経 過 に 当 然悪 影 響 を与 え る と考 え

られ,少 な く と も年 に2回 はDMの ス ク リー ニ ング テ ス

トを行 い,DMの 早 期 発 見,早 期 治 療 に努 力す る こ とが

重 要 で あ る。

(終 りに共 同研 究 施 設 の先 生 方 に 深 謝 い た し ます 。)
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